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 株主のみなさまへ   

    

 

 株主各位におかれましては、平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。ここ
に当社第96期中間期の概況につきまして、ご報告申し上げます。 
 
 当第２四半期連結累計期間の売上高につきましては、情報通信機器製造販売事業及びネ
ットワーク工事保守事業が共に堅調に推移したため、96億33百万円（前年同期比13.0％
増）となりました。損益につきましては、情報通信機器製造販売事業において好採算案件
が上期に集中したこと等により、営業損益は３億56百万円の損失（前年同期比７億５百万
円の損失減)、経常損益は３億28百万円の損失（前年同期比６億78百万円の損失減)、親会
社株主に帰属する四半期純損益は１億91百万円の損失（前年同期比４億73百万円の損失
減）となりました。 
 
 今期の見通しにつきましては、情報通信機器製造販売事業について、ＯＴＮ（*1）プラ
ットフォーム（光伝送機器）事業の拡大、ＩｏＴ関連に利用されるＬＰＷＡ（*2）等新規
事業の拡大、地方自治体向けの防災事業の拡大等による売上の増加が見込まれます。また
利益につきましては、継続的な原価低減の取組みや開発管理の強化を推進し、売上規模に
依存しない経営体質の確立に向け構造改革を進めることで確実な黒字化を目指していきた
いと考えております。 
 ネットワーク工事保守事業につきましては、キャリア向け通信機器工事案件の継続が見
込まれるものの、電力向け工事案件については今後も更なるコスト削減の必要や競争の拡
大により厳しい経営環境が継続する見通しであり、売上は前期と同程度が見込まれます
が、利益については前期に比べ減少するものと予想しております。 

 

 
 *1 Optical Transfer Network 
 *2 Low Power Wide Area 

 

 

 

 以上のことから、今期の見通しにつきましては、売上
高248億円、営業利益２億80百万円、経常利益４億円、
親会社株主に帰属する当期純利益３億30百万円を予想し
ております。 
 

 

 
取締役社長 

石 田  甲 
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(単位：百万円) 
 

 
当第２四半期 
累計期間 

（第96期中間） 

前第２四半期 
累計期間 

（第95期中間） 
第96期（予想） 第95期 

売上高 9,633 8,522 24,800 22,561 

営業利益 △ 356 △ 1,062 280 △ 1,576 

経常利益 △ 328 △ 1,007 400 △ 1,480 

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 △ 191 △ 665 330 △ 2,779 

１株当たり四半期（当期）純利益（円） △ 148.73 △ 517.06 255.44 △ 2,157.39 

 

 

 

  

連結財務ハイライト 
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(単位：百万円) 

 

四半期連結貸借対照表 
当第２四半期 
連結累計期間 

（2019年９月30日現在） 

第95期 
（2019年３月31日現在） 

増 減 額 

資産の部    

流動資産 12,191 12,866 △ 674 

固定資産 4,191 4,276 △ 85 

有形固定資産 2,411 2,473 △ 62 

無形固定資産 349 392 △ 43 

投資その他の資産 1,430 1,410 20 

資産合計 16,382 17,143 △ 760 

負債の部    

流動負債 5,955 6,375 △ 420 

固定負債 3,478 3,562 △ 84 

負債合計 9,433 9,937 △ 504 

純資産の部    

株主資本 6,150 6,338 △ 187 

その他の包括利益累計額 △ 89 △ 149 59 

非支配株主持分 888 1,016 △ 127 

純資産合計 6,949 7,205 △ 255 

負債純資産合計 16,382 17,143 △ 760 

 

 

 
  

連結財務諸表 
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当社グループは、当社及び関連子会社５社で構成されております。 

 

 情報通信機器製造販売事業 (単位：百万円)
 

会社名 資本金 拠点数 売上高 経常利益 四半期純利益 

  
大井電気株式会社 2,708 9拠点 5,205 △ 6 △ 11 

光伝送システム、セキュリティ・監視システム、リモート計測・センシングシス
テム、無線応用システムの関連機器等の製造及び販売 

  
オオイテクノ株式会社 20 2拠点 234 △ 7 △ 5 

各種通信機器・電子機器のソフトウェアの開発、設計及び販売 

 

 ネットワーク工事保守事業 (単位：百万円)
 

会社名 資本金 拠点数 売上高 経常利益 四半期純利益 

  
日本フィールド・ 
エンジニアリング株式会社 

75 10拠点 3,482 △ 233 △ 235 

電子通信施設、給電施設等の工事、通信線路工事及び保守受託業務 

  
日本テクニカル・サービス 
株式会社 

50 12拠点 1,172 △ 37 △ 25 

各種通信機器及び通信機器の据付工事並びに保守受託業務及び販売 

  
株式会社 
エヌ・エフ・サービス 

10 1拠点 324 △ 31 △ 31 

電子通信施設、給電施設の工事・保守受託業務 

 

 

企業集団の概況（2019年９月30日） 
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2021年度を最終年度とする３年間の中期計画を下表のとおりとし、達成に向け努めてまいります。 

 
(単位：百万円) 

 

 
2019年度 
中間 

2019年度 
計画 

2020年度 
計画 

2021年度 
計画 

連結売上高 9,633 24,800 26,300 27,600 

 ①情報通信機器製造販売事業 5,439 14,200 15,600 16,600 

 ②ネットワーク工事保守事業 4,979 12,400 12,600 13,000 

 連結調整 △ 785 △ 1,800 △ 1,900 △ 2,000 

連結営業利益 △ 356 280 680 910 

 ①情報通信機器製造販売事業 △ 54 140 510 680 

 ②ネットワーク工事保守事業 △ 317 140 170 230 

 連結調整 15 － － － 

 

 

①情報通信機器製造販売事業の成長ドライバー 
 

光波長多重伝送機器 
 

情報通信の急速な発展に伴い、５Ｇの商業利用開始に向けたネットワークインフラストラク
チャ、ＩＰ化によるネットワークの統合等、増え続ける膨大な情報に効率良く対応することが
求められております。 
当社ではこれを支えるコア・ネットワークを実現する光伝送規格であるＯＴＮプラットフォー
ムを採用し、多様化・複雑化する市場ニーズに合わせ、自由度が高く、低コストで、小型なシ
ステムを製品化し提供しております。 

 

  

中期計画と主たる成長ドライバー 
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ＬＰＷＡ関連機器 
 

ＬＰＷＡとは、低消費電力かつ長距離通信が可能な無線技術であり、当社でこの通信技術を利
用し製品化を進めている「ＬｏＲａ関連製品｣、「ＬＴＥ－Ｍ関連製品」等は、最適なエネル
ギー効率で、外乱に強く、極めて長距離の通信を可能とした、ＩｏＴ実現に適した方式です。 
電気・ガス・水道といったインフラ関連、防災・建物老朽化対策といった公共事業関連、その
他工場の監視・管理等の幅広い分野でのＩｏＴ普及に伴う成長を見込んでおります。 

※ＬＰＷＡ：Low Power Wide Areaの略 

※ＬｏＲａ：ＬＰＷＡの方式の１つで、｢Long Range」の略 

 

280ＭＨｚ帯 防災システム関連機器 
 

ポケットベルに用いられる280ＭＨｚ帯は、電波がより遠くに届く「電波到達性」や建物内で
も受信しやすい「透過性」に優れているという大きな特徴があります。また、最大200Ｗの大
出力により、送信局１局で広範囲をカバーできます。 
市町村の防災無線は、アナログ方式からデジタル方式へと整備が進められており、これらの防
災ニーズに当社の280ＭＨｚ帯を用いた技術・製品が適しているため、今後の成長を見込んで
おります。 

 

②ネットワーク工事保守事業の成長ドライバー 
 

携帯基地局建設工事 
 

従来から実施している携帯基地局保守事業に加え、携帯基地局工事事業に2018年度より新規に
参入いたしました。 
これにより携帯基地局の設計・工事から品質調査・保守までを一気通貫に行える体制となり、
事業エリアを更に拡大してまいりたいと考えております。 

 

  

中期計画と主たる成長ドライバー 
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会社概要（2019年９月30日）  株主メモ 
   
商 号 大井電気株式会社 

Oi Electric Co.,Ltd. 

本 社 所 在 地 〒222-0011 

神奈川県横浜市港北区菊名七丁目３番16号 

設 立 1950年１月 

代 表 者 取締役社長 石田  甲 

資 本 金 27億８百万円 

従 業 員 数 435名 

 事 業 年 度 ４月１日から翌年３月31日まで 

定 時 株 主 総 会 ６月下旬 

剰 余 金 の 配 当 
支払株主確定日 

期末配当金は３月31日及び中間配当金
の支払いを行うときは９月30日 

基 準 日 毎年３月31日における株主名簿に記載

または記録された株主をもって、その

事業年度に関する定時株主総会におい

て権利を行使すべき株主とします。 

公 告 の 方 法 当社公告につきましては、下記URLに

掲載します。ただし、やむを得ない事

由により電子公告をすることができな

いときは、日本経済新聞に公告いたし

ます。 

https://www.ooi.co.jp 

株主名簿管理人 〒100-0005 

東京都千代田区丸の内１丁目４番５号 
特 別 口 座 の 
口 座 管 理 機 関 

三菱UFJ信託銀行株式会社 

同 連 絡 先 〒183-0044 

東京都府中市日鋼町１-１ 

三菱UFJ信託銀行株式会社 

証券代行部 

フリーダイヤル 0120－232－711 
 

（ご注意） 

１．株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求そ

の他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開

設している口座管理機関で行っていただくこととな

っておりますので、口座を開設している証券会社等

にお問合せ願います。株主名簿管理人 (三菱UFJ信

託銀行）ではお取扱いできませんので、ご注意願い

ます。 

２．株券電子化前に、｢ほふり｣（株式会社証券保管振替

機構）を利用されなかった株主様には、株主名簿管

理人である上記の三菱UFJ信託銀行に特別口座を開

設いたしました。特別口座についてのご照会及び住

所変更等の各種お手続きにつきましては、上記連絡

先までお問合せ願います。なお、三菱UFJ信託銀行

全国各支店にてもお取次ぎいたします。 

３．未受領の配当金につきましては、引き続き三菱UFJ

信託銀行の本支店でお支払いたします。 

 
 
 

 

●発行可能株式総数 ……………………5,480,000株 

●発行済株式総数 ………………………1,470,000株 

●株主数 ………………………………………1,128名 

●総株主の議決権数 ……………………… 12,888個 

●大株主 
 

株  主  名 
出資状況 

所有株式数 持株比率 

三 菱 電 機 株 式 会 社 247千株 19.13％ 

合 同 会 社 Ｍ ＆ Ｓ 116千株 8.97％ 

石 田 哲 爾 56千株 4.35％ 

大 井 電 気 従 業 員 持 株 会 46千株 3.58％ 

石 田  甲 41千株 3.23％ 

三菱UFJ信託銀行株式会社 30千株 2.32％ 

島 根 良 明 24千株 1.89％ 

一般財団法人石田實記念財団 22千株 1.71％ 

松 岡 国 夫 19千株 1.51％ 

石 橋  健 16千株 1.28％ 

 
※持株比率は、自己株式（178,089株）を控除して計算してお
ります。 

 

 

 

大井電気株式会社 
〒222-0011 神奈川県横浜市港北区菊名七丁目３番16号 

TEL.045(433)1361 FAX.045(401)8044 

ホームページアドレス https://www.ooi.co.jp 
 


